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一
 

し
切
替
。
 ▽
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
金
木
新
田
開
発
の
た
め
才
ノ
神

川
、
大
川
ま
で
延
長
。
新
田
開
発

一
三
七
カ
村
成
就
。
 ▽
延
宝
三
年

（
一

六
七
五
）
高
瀬
村
下
小
田
川
落
合
迄
大
川
曲
り
八
ケ
所
穿
替
。
▽
宝
永
一
一

年

（
一
七
〇
五
）
三
月
岩
木
川
大
洪
水
。
 六
月
岩
木
川
津
波
、
岩
木
川
大

洪
水
。
金
木
新
開
一
八
カ
村
開
発
成
就
。
▽
同
三
年

（
一七
〇
六
）
金
木

新
田
川
口
村
（
蒔
田
）
よ
り
神
原
村
ま
で
築
堤
替
。
 

等
々
、
岩
木
川
の
改
修
の
状
況
に
よ
り
、
小
田
川
堀
替
え
の
設
計
も
定

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）
五
月
二
十
六
日
発
生
の
日
本
海
沖
地
震

で
、
稲
垣
村
流
木
巻
地
区

（
現
小
田川
と
旧
十
川
の
合
流
地
点
か
ら
成
戸

橋
を
渡
っ
た
西
側
）
は
地
震
の
影
響
で
流
砂
現
象
が
あ
ら
わ
れ
、
約
二
十
 

ふ
ん
 

八
町
歩
の
田
植
し
た
直
後
の
水
田
は
、
旧
岩
木
川
の
川
筋
を
示
し
砂
の
噴
 

か
ん
ぼ
つ
 

出
一
部
陥
没
が
神
原
の
方
向
に
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
 （
小
田川
参
考
図
 

旧
小
田
川
川
が
、
現
在
の
萩
元
排
水
路
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
の
ー
つ

に
は
、
嘉
瀬
と
金
木
の
境
界
線
で
あ
る
こ
と
で
、
現
在
も
、
嘉
瀬
の
萩
元

地
区
と
金
木
の
菅
原
、
浮
州
地
区
の
境
界
に
な
っ
て
い
る
。
 

今
で
も
五
十
歳
以
上
ぐ
ら
い
の
年
輩
の
人
た
ち
は
、
嘉
瀬
と
金
木
の
間

の
道
路
（
国
道
三
三
九
号
）
を
「
カ
ラ
ジ
ャ
ケ
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
 

カ
ワ
ザ
カ
イ
 

記
憶
し
て
い
る
と
思
う
。
 「
カ
ラ
ジ
ャ
ケ
」
と
は
「
川
境
」
 
と
い
う
意味

な
の
で
あ
る
。
 

嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
コ
。
 即
ち
小
田
川
川
は
嘉
瀬
と
金
木
の
境
界
線
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

タ
ケ
 

嘉
瀬
八
幡
宮
お
よ
び
そ
の
東
側
（
俗
称
館
コ
）
は
蝦
夷
館

（
チ
ヤ
シ）
 

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
金
木
高
屋
敷
の
対
馬
右
衛
門
太
郎
と
小
田
川
・
嘉
瀬

に
館
を
守
る
八
重
・
佐
助
と
は
不
仲
で
、
ど
ち
ら
が
攻
め
る
と
し
て
も
、
 

防
備
の
線
は
川
が
第
一
線
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
 と
す
れ
ば
、
現
在
の
小
田

川
の
川
筋
で
は
館
の
内
側
に
あ
り
戦
略
的
に
は
無
意
味
で
あ
る
。
 

現
在
の
小
田
川
の
川
筋
は
、
新
田
開
発
の
た
め
よ
り
多
く
の
面
積
の
か

ん
が
い
を
目
的
と
し
た
大
改
修
の
結
果
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 

そ
の
後
の
小
田
川
は
数
百
年
の
間
改
修
ら
し
い
改
修
も
な
く
、
蛇
行
し

た
川
筋
、
狭
い
川
巾
、
堤
防
の
低
さ
で
何
時
も
洪
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
 

雨
三
粒
降
れ
ば
い
が
る
と
い
う
状
態
が
続
い
た
が
、
戦
後
水
利
調
整
の
た

め
の
防
災
ダ
ム
建
設
の
運
動
起
り
、
粁
余
曲
折
の
末
、
昭
和
四
十
六
年
六

月
着
工
さ
れ
た
「
小
田
川
ダ
ム
」
。小
田
川
改
修
へ
情
熱
を
燃
す
多
数
の
人
々

の
努
力
に
よ
り
、
昭
和
五
十
年

（
一
九七
五
）
か
ら
小
規
模
河
川
改
修
事

業
と
し
て
再
開

（
昭和
二
十
七
年
ー
三
十
年
に
か
け
て
中
小
河
川
改
修
で

下
流
か
ら
工
事
が
行
な
わ
れ
た
が
、
用
地
買
収
の
問
題
で

一
時
中
断
）
一
一

十
年
後
の
平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
旧
十
川
合
流
点
か
ら
津
軽
鉄
道
橋
 

（
三
六
二
六
米）
ま
で
完
了
し
た
。
 

小
田
川
ダ
ム
の
建
設
と
小
田
川
の
改
修
に
よ
り
嘉
瀬
地
区
六
〇
〇
町
歩

の
水
田
は
洪
水
の
懸
念
も
な
く
な
り
、
水
不
足
も
昔
ほ
ど
の
心
配
は
無
く

な
り
安
心
し
て
水
稲
耕
作
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

ー
お
わ
り
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⑨
 
こ
の
稿
は
、
平
成
八
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た
小
田
改
修
事
業
完
成

記
念
誌
「
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
コ
」
に
寄
稿
し
た
も
の
を
一
部
改
 

3
参
照
）
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だ
 
が
が
わ
 

旧
小
田
川
川
が
、
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’
十
．
Ｉ し

切
替
。
▽
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
金
木
新
田
開
発
の
た
め
才
ノ
神

川
、
大
川
ま
で
延
長
。
新
田
開
発
一
三
七
ヵ
村
成
就
。
▽
延
宝
三
年
二

六
七
五
）
高
瀬
村
下
小
田
川
落
合
迄
大
川
曲
り
八
ヶ
所
穿
替
。
▽
宝
永
二

年
（
一
七
○
五
）
三
月
岩
木
川
大
洪
水
。
六
月
岩
木
川
津
波
、
岩
木
川
大

洪
水
。
金
木
新
開
一
八
力
村
開
発
成
就
。
▽
同
三
年
（
一
七
○
六
）
金
木

新
田
川
口
村
（
蒔
田
）
よ
り
神
原
村
ま
で
築
堤
替
。

等
々
、
岩
木
川
の
改
修
の
状
況
に
よ
り
、
小
田
川
堀
替
え
の
設
計
も
定

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
五
月
二
十
六
日
発
生
の
日
本
海
沖
地
震

で
、
稲
垣
村
流
木
巻
地
区
（
現
小
田
川
と
旧
十
川
の
合
流
地
点
か
ら
成
戸

橋
を
渡
っ
た
西
側
）
は
地
震
の
影
響
で
流
砂
現
象
が
あ
ら
わ
れ
、
約
二
十ふ

ん

八
町
歩
の
田
植
し
た
直
後
の
水
田
は
、
旧
岩
木
川
の
川
筋
を
示
し
砂
の
噴

か
ん
ぽ
つ

出
一
部
陥
没
が
神
原
の
方
向
に
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
（
小
田
川
参
考
図

３
参
照
）こ

だ
が
が
わ

旧
小
田
川
川
が
、
現
在
の
萩
元
排
水
路
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
の
一
つ

に
は
、
嘉
瀬
と
金
木
の
境
界
線
で
あ
る
こ
と
で
、
現
在
も
、
嘉
瀬
の
萩
元

地
区
と
金
木
の
菅
原
、
浮
州
地
区
の
境
界
に
な
っ
て
い
る
。

今
で
も
五
十
歳
以
上
ぐ
ら
い
の
年
輩
の
人
た
ち
は
、
嘉
瀬
と
金
木
の
間

の
道
路
（
国
道
三
三
九
号
）
を
「
カ
ラ
ジ
ャ
ヶ
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を

カ
ワ
ザ
カ
イ

記
憶
し
て
い
る
と
思
う
。
「
カ
ラ
ジ
ャ
ヶ
」
と
は
「
川
境
」
と
い
う
意
味

な
の
で
あ
る
。

嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
．
。
即
ち
小
田
川
川
は
嘉
瀬
と
金
木
の
境
界
線
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
小
田
川
参
考
図
１
）
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タ
ケ

嘉
瀬
八
幡
宮
お
よ
び
そ
の
東
側
（
俗
称
館
．
）
は
蝦
夷
館
（
チ
ャ
シ
）

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
金
木
高
屋
敷
の
対
馬
右
衛
門
太
郎
と
小
田
川
・
嘉
瀬

に
館
を
守
る
八
重
・
佐
助
と
は
不
仲
で
、
ど
ち
ら
が
攻
め
る
と
し
て
も
、

防
備
の
線
は
川
が
第
一
線
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
現
在
の
小
田

川
の
川
筋
で
は
館
の
内
側
に
あ
り
戦
略
的
に
は
無
意
味
で
あ
る
。

現
在
の
小
田
川
の
川
筋
は
、
新
田
開
発
の
た
め
よ
り
多
く
の
面
積
の
か

ん
が
い
を
目
的
と
し
た
大
改
修
の
結
果
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
の
小
田
川
は
数
百
年
の
間
改
修
ら
し
い
改
修
も
な
く
、
蛇
行
し

た
川
筋
、
狭
い
川
巾
、
堤
防
の
低
さ
で
何
時
も
洪
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、

雨
三
粒
降
れ
ば
い
が
る
と
い
う
状
態
が
続
い
た
が
、
戦
後
水
利
調
整
の
た

う
よ

め
の
防
災
ダ
ム
建
設
の
運
動
起
り
、
粁
余
曲
折
の
末
、
昭
和
四
十
六
年
六

月
着
工
さ
れ
た
「
小
田
川
ダ
ム
」
。
小
田
川
改
修
へ
情
熱
を
燃
す
多
数
の
人
々

の
努
力
に
よ
り
、
昭
和
五
十
年
二
九
七
五
）
か
ら
小
規
模
河
川
改
修
事

業
と
し
て
再
開
（
昭
和
二
十
七
年
’
三
十
年
に
か
け
て
中
小
河
川
改
修
で

下
流
か
ら
工
事
が
行
な
わ
れ
た
が
、
用
地
買
収
の
問
題
で
一
時
中
断
）
二

十
年
後
の
平
成
六
年
二
九
九
四
）
旧
十
川
合
流
点
か
ら
津
軽
鉄
道
橋

（
三
六
二
六
米
）
ま
で
完
了
し
た
。

小
田
川
ダ
ム
の
建
設
と
小
田
川
の
改
修
に
よ
り
嘉
瀬
地
区
六
○
○
町
歩

の
水
田
は
洪
水
の
懸
念
も
な
く
な
り
、
水
不
足
も
昔
ほ
ど
の
心
配
は
無
く

な
り
安
心
し
て
水
稲
耕
作
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｉ
お
わ
り
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◎
こ
の
稲
は
、
平
成
八
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た
小
川
改
修
蝋
業
完
成

記
念
誌
「
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
己
に
寄
稿
し
た
も
の
を
一
部
改
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0 小田川川の洛合と堀替え後の小田川が旧十

川で合流する。 

0 改修前の大川（岩木川）は稲垣村流水巻の東

側を流れていた。現在の川筋（点線）は西側

に移っている。 
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津
軽
半
島
東
岸
地
区
 

ミ
遥
遥
遥
遥史
跡
ぬ
ぐ
り
 

木
 
村
 
治
 
利
 

平
成
八
年
度
史
跡
め
ぐ

り
は
、
九
月
十
四
日
津
軽
半
島
の
突
端
、
東
岸

地
区
史
跡
の
散
策
を
行
な
っ

た
。
参
加
者
は
、
山
中
正
津
、
木
下
清
一
、
 

沢
田
政
孝
、
沢
田
薫
、
秋
元
惣
之
進
、

山
中
長
三
郎
、
原
田
万
治
、
木
下

俊
蔵
、
蝦
名
健
治
、
櫛
引
八
千
代
、

小
山
内
ト
モ
子
、
桑
田
千
代
、
竹
内

恭
子
、
田
中
み
よ
、
斎
藤
富
子
、
沢
田
ト
ミ
ェ
、
筆
者
の
十
七
名
で
あ
る
。
 

午
前
九
時
嘉
瀬
公
民
館
を
出
発
、

三
三
九
号
線
を
一
路
北

上
す
る
、
始

め
て
の
女
性
参
加
と
あ
っ

て
、
車
内
は
否
応
な
し
に
和
ゃ
か
な
空
気
が
流

れ
る
。
 バ
ス
は
舗
装
さ
れ
た
広
域
農
道
に

入
る
。

一
本
道
が
真
直
に

つ
づ

い
て
い
て
、
そ
の
左
右
は
ひ
ろ
び

ろ
と
し
た
田
圃
で
あ
る
。
初
秋
の
心
地

よ
い
風
が
稲
穂
を
渡
っ

て
車
内
に
入
り
込
ん
で
く
る
。
視
界
が
開
け
、
灰

色
の
海
の
よ
う
な
十
三
湖
が
姿
を
現
し
た
。
 

「
や
が
て
、
十
三
湖
が
冷
え
冷
え
と
、
白
く
目
前
に
展
開
す
る
。
浅
い

真
珠
貝
に
水
を
盛
っ
た
よ
う
な
気
品
は
あ
る
が
、
は
か
な
い
、
ひ
っ
そ
り

し
て
い
て
、
そ
う
し
て
な
か
な
か
広
い
、
人
に
捨
て
ら
れ
た
孤
独
の
水
た

ま
り
で
あ
る
」
と
、
太
宰
治
の
小
説
「
津
軽
」
の
一
説
に
あ
る
。
 

f
 
I“
ー
 

，“
 
‘
・
 

●
」
 

覚
寺
の
住
職
に
な
っ
た
の
は
二
十
九
才
の
時
で
、
以
来
漁
業
の
振
興
や
地

域
の
開
発
に
努
め
た
。
 

そ
し
て
各
地
を
行
脚
し
、
多
く
の
信
者
か
ら
慕
わ
れ
た
。
境
内
に
あ
る

青
銅
塔
婆
は
貞
伝
上
人
の
菩
堤
を
弔
う
た
め
に
信
者
の
浄
賎
に
よ
り
亨
保

十
二
年

（
一
七
二
七
）
に
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
本
堂
、
庫
裡
な
ど
、
 

い
ず
れ
も
名
利
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
で
、

ユ
ー
ス
ホ
テ
ル
に
な
っ
て
い
て
、
 

宿
泊
を
願
う
こ
と
も
で
き

る
よ
う
。
塔
婆
は
青
銅
製
の
も

の
で
、
全
国
で

も
珍
し
く
、
県
の
重
要
文
化
賎
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

ニ
、
舎
利
石
（
仏
骨
の
意
）
 

本
覚
寺
か
ら
国
道
二
八
〇
号
線
を
東
へ
行
く
と
鐘
撤
爆
が
あ
り
、
坂
を

下
る
と
前
方
に
高
野
崎
が
見
え

て
く
る
。
こ
の
二
つ
の
岬
の
間
の
海
岸
一

帯
が
舎
利
浜
、

ァ
ズ
キ
ほ
ど
の
白
い
光
沢
の
石
、
舎
利
石
が
と
れ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。
 

難
麗
の
集
落
は
舎
利
浜
に
沿
っ
て
、
密
集
し
て
い
る

o
昔
は

「
泳
郵
短
」
 

と
い
い
附
近
一
帯
の
地
名
で
あ
っ
た
。
 

舎
利
石
は
今
で
は
貴
重
な
石
で
得
が
た
い
と
い
う
。
釈
迦
如
来
出
現
と

舎
利
石
と
は
深
い
関
係
が
あ
り
、

そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
、
 

時
間
が
あ
れ
ば
、
海
辺
を
ゆ
っ
く
り
探
し
、
仏
縁
で
舎
利
石
を
得
た
い
と

思
う
。
 

三
、
海
雲
洞
釈
迦
堂
 

こ
の
国
道
二
八
〇
号
線
の
道
筋
に

ニ
十
一
番

（
同
番
）
の
霊
場
が
ニ
ケ
 

今
泉
か
ら
鯵
ケ
沢
、
 
 
蟹
田
線
に
乗
り
、
登
り
下
り
の
山
道
を
粁
余
曲
折
 

お
お
だ
い
 

し
な
が
ら
西
に
向
う
、
 

 
大
平
か
ら
今
別
、
蟹
田
線
に
入
り
北
上
、
今
別
に
 

向
う
。
 

今
別
海
岸
に
出
て
国
道
二
八
〇
号
線
に
乗
り
平
館
、
蟹
田
と
走
り
再
度
 

大
平
に
戻
る
。
津
軽
半
島
東
岸
一
周
コ

ー
ス
で
あ
る
。
 

一
、
本
 
覚
 
寺
 

今
別
町
に
入
っ
て
す
ぐ
右
側
に
本
覚
寺
が
あ
っ
た
。
 

史
跡
め
ぐ
り
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
。
大
仏
さ
ま
と
青
銅
塔
婆
の
あ
る

と
こ
ろ
で
有
名
だ
。
本
覚
寺
は
始
覚
山
還
洞
院
と
号
す
る
浄
土
宗
の
名
利
。
 

天
正
年
間

（
一
五
七
三
ー
九
二
）
の
草
創
と
伝
え
ら
れ
、
出
羽
湯
殿
山
の

別
当
大
日
坊
の
衆
徒
や
武
蔵
国
の
僧
、
安
長
上
人
な
ど

に
よ
っ
て
再
建
さ

れ
、
と
く
に
五
世
住
職
の
貞
伝
上
人
、
十
三
世
の
懲
栄
上
人
は
名
僧
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
 

貞
伝
上
人
は
今
別
の
出
身
、
十
四
才
の
時
よ
り
専
修
寺
で
修
行
し
、
本
 

所
あ
っ
て
な
れ
な
い
巡
礼
は
と
ま
ど
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
 

第
二
〇
番
、
霊
場
は
高
野
山
観
音
堂
で
、
本
覚
寺
か
ら
約
二
〇
〇
メ
ー
 

ト
ル
の
近
く
に
あ
っ
た
。
高
野
山
観
音
か
ら
約
七
キ
ロ
行
く
と
海
雲
洞
釈

迦
堂
、
そ
し
て
さ
ら
に
六
キ
ロ
に
鬼
泊
岩
屋
観
音
と
続
く
。
車
か
ら
津
軽

海
峡
を
へ
だ
て
て
北
海
道
が
よ
く
眺
め
ら
れ
た
。
吉
田
松
陰
文
学
碑
も
海

辺
に
た
た
づ
ん
で
い
た
。
 

海
雲
洞
釈
迦
堂
は
、
集
落
の
ゃ
ゃ
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
御
堂
の

裏
手
に
は
十
二
米
余
り
の
飛
爆
が
あ
る
。
 昭
和
四
十
七
年
に
建
て
ら
れ
た

御
堂
は
部
落
の
公
民
館
と
い
っ
た
感
じ
。
 通
稲
滝
見
観
音
、
海
雲
洞
と
い

わ
れ
る
が
、
そ
の
草
創
は
天
長
年
間
と
伝
え
ら
れ
、
後
の
元
和
年
間
（
一

六
一
五
ー
二
四
）
に
再
建
、
堂
内
に
は
舎
利
浜
よ
り
あ
ら
わ
れ
た
釈
迦
如

来
を
ご
本
尊
と
し
、
か
つ
て
の
鬼
泊
の
ご
本
尊
で
あ
っ
た
聖
観
世
音
を
も

安
置
し
て
い
る
。
 

ほ
ろ
づ
き
 

四
、
婁
月
海
岸
、
高
野
崎
 

海
雲
洞
か
ら
す
ぐ
高
野
崎
だ
、
こ
こ
で
休
憩
と
な
る
。
無
料
休
憩
所
や

展
望
台
が
あ
り
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
草
地
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
な
っ
て
い

て
、
絶
好
の
行
楽
地
で
あ
っ
た
。
海
辺
は
遥
か
千
尋
の
谷
底
に
あ
り
、
吹

上
げ
る
風
は
強
か
っ
た
が
、
絶
景
で
あ
る
。
 こ
の
地
は
断
崖
絶
壁
の
上
に

あ
り
、
崖
の
淵
に
高
木
恭
造
文
学
碑
が
、
じ
っ
と
強
風
に
耐
え
て
い
た
。
 

絶
壁
の
下
の
海
岸
は
、
大
小
の
岩
が
連
な
り
、
そ
の
先
端
に
潮
騒
橋
、
 

渚
橋
が
か
す
か
に
見
え
、
灯
台
附
近
に
は
、
材
木
状
の
岩
が
露
出
し
、
夜

の
沖
合
は
イ
カ
釣
り
船
の
漁
火
が
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
。
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少

脂

覚
寺
の
住
職
に
な
っ
た
の
は
二
十
九
才
の
時
で
、
以
来
漁
業
の
振
興
や
地

域
の
開
発
に
努
め
た
。

そ
し
て
各
地
を
行
脚
し
、
多
く
の
信
者
か
ら
慕
わ
れ
た
。
境
内
に
あ
る

青
銅
塔
婆
は
貞
伝
上
人
の
菩
堤
を
弔
う
た
め
に
信
者
の
浄
敗
に
よ
り
亨
保

十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
本
堂
、
庫
裡
な
ど
、

い
ず
れ
も
名
刹
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
で
、
ユ
ー
ス
ホ
テ
ル
に
な
っ
て
い
て
、

宿
泊
を
願
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
。
塔
婆
は
青
銅
製
の
も
の
で
、
全
国
で

も
珍
し
く
、
県
の
重
要
文
化
賊
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

二
、
舎
利
石
（
仏
骨
の
意
）

い
が
ま
さ
き

本
覚
寺
か
ら
国
道
二
八
○
号
線
を
東
へ
行
く
と
鋳
釜
崎
が
あ
り
、
坂
を

た
か
の
さ
き

下
る
と
前
方
に
高
野
崎
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
二
つ
の
岬
の
間
の
海
岸
一

帯
が
舎
利
浜
、
ア
ズ
キ
ほ
ど
の
白
い
光
沢
の
石
、
舎
利
石
が
と
れ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。

ほ
ろ
づ
き

ほ
ろ
づ
き

袰
月
の
集
落
は
舎
利
浜
に
沿
っ
て
、
密
集
し
て
い
る
。
昔
は
「
両
翼
突
」

と
い
い
附
近
一
帯
の
地
名
で
あ
っ
た
。

舎
利
石
は
今
で
は
貴
重
な
石
で
得
が
た
い
と
い
う
。
釈
迦
如
来
出
現
と

舎
利
石
と
は
深
い
関
係
が
あ
り
、
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
、

時
間
が
あ
れ
ば
、
海
辺
を
ゆ
っ
く
り
探
し
、
仏
縁
で
舎
利
石
を
得
た
い
と

思
う
。 平

成
八
年
度
史
跡
め
ぐ
り
は
、
九
月
十
四
日
津
軽
半
島
の
突
端
、
東
岸

地
区
史
跡
の
散
策
を
行
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
山
中
正
津
、
木
下
清
一
、

沢
田
政
孝
、
沢
田
薫
、
秋
元
惣
之
進
、
山
中
長
三
郎
、
原
田
万
治
、
木
下

俊
蔵
、
蝦
名
健
治
、
櫛
引
八
千
代
、
小
山
内
ト
モ
子
、
桑
田
千
代
、
竹
内

恭
子
、
田
中
み
よ
、
斎
藤
富
子
、
沢
田
ト
ミ
ェ
、
筆
者
の
十
七
名
で
あ
る
。

午
前
九
時
嘉
瀬
公
民
館
を
出
発
、
三
三
九
号
線
を
一
路
北
上
す
る
、
始

め
て
の
女
性
参
加
と
あ
っ
て
、
車
内
は
否
応
な
し
に
和
や
か
な
空
気
が
流

れ
る
。
ゞ
ハ
ス
は
舗
装
さ
れ
た
広
域
農
道
に
入
る
。
一
本
道
が
真
直
に
つ
づ

い
て
い
て
、
そ
の
左
右
は
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
田
圃
で
あ
る
。
初
秋
の
心
地

よ
い
風
が
稲
穂
を
渡
っ
て
車
内
に
入
り
込
ん
で
く
る
。
視
界
が
開
け
、
灰

色
の
海
の
よ
う
な
十
三
湖
が
姿
を
現
し
た
。

「
や
が
て
、
十
三
湖
が
冷
え
冷
え
と
、
白
く
目
前
に
展
開
す
る
。
浅
い

真
珠
貝
に
水
を
盛
っ
た
よ
う
な
気
品
は
あ
る
が
、
は
か
な
い
、
ひ
っ
そ
り

し
て
い
て
、
そ
う
し
て
な
か
な
か
広
い
、
人
に
捨
て
ら
れ
た
孤
独
の
水
た

ま
り
で
あ
る
」
と
、
太
宰
治
の
小
説
「
津
軽
」
の
一
説
に
あ
る
。

こ
の
国
道
二
八
○
号
線
の
道
筋
に
二
十
一
番
（
同
番
）
の
霊
場
が
二
ヶ

三
、
海
雲
洞
釈
迦
堂

』

達
三
三
三
三
史
跡
め
ぐ
り

津
軽
半
島
東
岸
地
区

ヅ

ｃ
ｂ
』
ｈ
ｌ
Ｊ
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Ｒ
０
０

0

所
あ
っ
て
な
れ
な
い
巡
礼
は
と
ま
ど
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

第
二
○
番
、
霊
場
は
高
野
山
観
音
堂
で
、
木
覚
寺
か
ら
約
二
○
○
メ
ー

ト
ル
の
近
く
に
あ
っ
た
。
高
野
山
観
音
か
ら
約
七
キ
ロ
行
く
と
海
雲
洞
釈

迦
堂
、
そ
し
て
さ
ら
に
六
キ
ロ
に
鬼
泊
岩
屋
観
音
と
続
く
。
車
か
ら
津
軽

海
峡
を
へ
だ
て
て
北
海
道
が
よ
く
眺
め
ら
れ
た
。
吉
田
松
陰
文
学
碑
も
海

辺
に
た
た
づ
ん
で
い
た
。

海
雲
洞
釈
迦
堂
は
、
集
落
の
や
や
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
御
堂
の

裏
手
に
は
十
二
米
余
り
の
飛
爆
が
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
に
建
て
ら
れ
た

御
堂
は
部
落
の
公
民
館
と
い
っ
た
感
じ
。
通
稲
滝
見
観
音
、
海
雲
洞
と
い

わ
れ
る
が
、
そ
の
草
創
は
天
長
年
間
と
伝
え
ら
れ
、
後
の
元
和
年
間
（
一

六
一
五
’
一
西
）
に
再
建
、
堂
内
に
は
舎
利
浜
よ
り
あ
ら
わ
れ
た
釈
迦
如
一

来
を
ご
本
尊
と
し
、
か
っ
て
の
鬼
泊
の
ご
本
尊
で
あ
っ
た
聖
観
世
音
を
も
ｕ

安
置
し
て
い
る
。

ほ
ろ
づ
き

四
、
袰
月
海
岸
、
高
野
崎

海
雲
洞
か
ら
す
ぐ
高
野
崎
だ
、
こ
こ
で
休
憩
と
な
る
。
無
料
休
憩
所
や

展
望
台
が
あ
り
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
草
地
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
な
っ
て
い

て
、
絶
好
の
行
楽
地
で
あ
っ
た
。
海
辺
は
遙
か
千
尋
の
谷
底
に
あ
り
、
吹

上
げ
る
風
は
強
か
っ
た
が
、
絶
景
で
あ
る
。
こ
の
地
は
断
崖
絶
壁
の
上
に

あ
り
、
崖
の
淵
に
高
木
恭
造
文
学
碑
が
、
じ
っ
と
強
風
に
耐
え
て
い
た
。

絶
壁
の
下
の
海
岸
は
、
大
小
の
岩
が
連
な
り
、
そ
の
先
端
に
潮
騒
橋
、

渚
橋
が
か
す
か
に
見
え
、
灯
台
附
近
に
は
、
材
木
状
の
岩
が
露
出
し
、
夜

の
沖
合
は
イ
カ
釣
り
船
の
漁
火
が
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
。

今
泉
か
ら
鯵
ヶ
沢
、
蟹
田
線
に
乗
り
、
登
り
下
り
の
山
道
を
粁
余
曲
折

お
お
だ
い

し
な
が
ら
西
に
向
う
、
大
平
か
ら
今
別
、
蟹
田
線
に
入
り
北
上
、
今
別
に

向
う
。今

別
海
岸
に
出
て
国
道
二
八
○
号
線
に
乗
り
平
館
、
嬢
田
と
走
り
再
度

大
平
に
戻
る
。
津
軽
半
島
東
岸
一
周
コ
ー
ス
で
あ
る
。

今
別
町
に
入
っ
て
す
ぐ
右
側
に
本
覚
寺
が
あ
っ
た
。

史
跡
め
ぐ
り
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
。
大
仏
さ
ま
と
青
銅
塔
婆
の
あ
る

と
こ
ろ
で
有
名
だ
。
本
覚
寺
は
始
覚
山
還
洞
院
と
号
す
る
浄
土
宗
の
名
刹
。

天
正
年
間
（
一
五
七
三
’
九
二
）
の
草
創
と
伝
え
ら
れ
、
出
羽
湯
殿
山
の

別
当
大
日
坊
の
衆
徒
や
武
蔵
国
の
僧
、
安
長
上
人
な
ど
に
よ
っ
て
再
建
さ

れ
、
と
く
に
五
世
住
職
の
貞
伝
上
人
、
十
三
世
の
懲
栄
上
人
は
名
僧
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

貞
伝
上
人
は
今
別
の
出
身
、
十
四
才
の
時
よ
り
専
修
寺
で
修
行
し
、
本

｜
、
本
覚
寺

木
村
治
利
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津
軽
半
島
 
製
月
村
で
 

板 詩

大 高

川 木

恭 恭

央 造 

こ
の
村
サ
ー
度
だ
て
、
陽

コ
あ
だ
た
ご
と
あ
る
が
ジ
ャ
 

エ
 
ド
 

デ
 
シ

ホ
ム
シ
 

カ
 

家
の
土
台
コ

ア
 
み
ん
な
潮
虫
ネ
 
噛
れ
で
ま
て
ナ
 

ウ
ス
ロ
 

フ
サ
 
タ
 

ツ
プ
 

後
ァ
塞
が
た
高
ゲ
 

山
ネ
か
て
潰
さ
れ
で
 

海
サ
の
め
く
る
え
ソ
た
で
バ
ナ
 

見
ナ
ガ
 

ム
ケ
 
シ
 

マ
ツ
メ
 
十

マ
 

あ
の
向
の
陽
コ
あ
だ
て
る
 
松
前
の
山

コ
あ
の
 

キ
 
レ
 

シ
カ
リ
 
オ
ラ
ド
 

崎
麗
だ
だ
光
コ

ァ
 
ー
度
だ

て
俺
等
の
村
サ
 

ビ
ソ
 

ク
 

あ
だ
た
こ
と

ア
あ
る
が
ジ
ャ
 

み
ん
な
貧
ボ
臭
せ
く
て
ナ
 

ナ
マ
グ
 

カ
ラ
ダ
 

ワ
ケ
モ

ノ
ン
ド
 

ホ
 
ガ
 

ニ
 

生
臭
せ
体
コ
し

て
ナ
 
若
者
等
ァ

み
ん
な
他
処
サ
逃
げ
で
ま
て
 

ア
ダ
マ
 
ワ

カ
メ
 
オ
 
ジ
ゴ

パ
パ
 

頭
サ
若
布
コ
生
え
だ
え
ン
た
 
爺
姐
ば
り
ウ
ヂ
ャ
ウ
ヂ
ャ
て
ナ
 

オ
ギ
 

ハ
ネ
 

イ
ル
カ
 
ヘ
ガ
レ

ン
ド
 

あ
あ
あ
の
沖
バ
跳
る
 
海
豚
だ
え
ン
た
惇
等
ァ
 

ド
 

イ
 

何
処
サ
行
た
や
だ
バ
 

ケ
ド
バ
タ
 
ナ
ゲ
 

ム
カ
シ
 
ケ
ガ

ラ
 

路
傍
ネ
捨
ら
れ
で
ら
の
ア
 
み
ん
な
昔
の
貝
殻
だ
ネ
 

サ
ガ
ナ
 
ト

ゲ
 

ク
サ
 

イ
ク
ポ
ソ
 

キ
 

魚
の
骨
コ

ァ
腐
た
て
 
一
本
の
樹
コ
ネ
だ
て
 

ア
サ

マ
 
ス
ル

マ
 
ガ
 

ス
 

朝
も
昼
も
、
た
ン
だ
濃
霧
ぱ
が
り
か
が
て
 

パ
ゲ
 

オ
ギ
 

モ
ソ
ジ
ャ
 

晩
ネ
な
れ
ば
、
沖
で
亡
者
 
泣
い

で
セ
 

な
る
や
だ
ナ
 

赤
根
沢
の
赤
石
 

国
道
二
八
〇
号
線
沿
い
に
大
き
な
赤
い
岩
が
あ
っ
た
。
藩
政
時
代
こ
の

赤
根
地
区
は
、
朱
色
塗
料
の
原
料
と
な
る
赤
土
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
 

日
光
東
照
宮
や
岩
木
山
神
社
の
大
堂
、
山
門
な
ど
の
修
復
に
用
い
ら
れ
た
o
 

こ
の
岩
は

「赤
根
沢
の
赤
岩
」
と
し

て
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
 鬼

泊
岩
屋
観
音
 

奥
平
部
地
区
の
東
北
端
、
網
不
知
の
鬼
泊
岩
屋
観
音
に
到
着
し
た
o
 ト

ン
ネ
ル
を
二
つ
く
ぐ
る
と
、
左
手
海
岸
に
巨
岩
が
あ
り
、
そ
の
小
さ
な
洞

窟
に
観
音
堂
が
あ
る
。
 

時
折
荒
波
が
打
寄
せ
、
御
堂
は
波
し
ぶ
き
に
か
く
れ
る
。
 

緑
起
に
は
、
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
に
ご
本
尊
の
聖
観
音
を
安
置
し

た
の
に
始
ま
る
と
い
う
。
 「
寛
延
順
礼
記
」
に

「
砂
が
森
、
奥
平
部
村
、
 

綱
不
知
村
ゆ
き
て
鬼
泊
と
て
、
岩
屋
に
観
音
堂
あ
り
、
三
尺
四
面
、
御
仏

体
、
棟
礼
と
も
に
な
し
、
津
軽
か
い
ほ
う
、
外
ケ
浜
の
舎
利
堂
と
申
す
は
、
 

こ
の
所
に
あ
り
、
ま
た
海
の
中
に
岩
あ
り
、
船
に
て
参
詣
す
る
所
な
り
」
 

と
、
江
戸
時
代
の
頃
は
岩
屋
が
海
中
に
あ
っ
た
た
め
船
で
参
拝
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
 

御
堂
が
荒
廃
し
た
亨
保
年
間

（
一
七
一
六
ー
三
六
）
に
は
、
貞
伝
上
人

が
、
ご
本
尊
を
本
覚
寺
へ
仮
移
遷
し

て
い
る
。
 そ
の
後
ご
本
尊
な
き
霊
場

と
な
っ
て
、
明
治
の
廃
仏
段
釈
で
廃
堂
と
な
り
、
明
治
の
中
頃
復
活
し
、
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二
十

一
番
霊
場
と
し
て
い
ま
も
巡
礼
は
、
礼
を
打
ち
つ
づ
け

て
い
る
の
で

あ
る
。
 

幾
百
枚
と
連
な
る
納
札
の
中
に
、
銀
紙
、
金
紙
が
数
枚
見
受
け
ら
れ
た
。
 

納
札
は
、
 
一
ー
二
回
目
ー
白
紙
。
三
回
目
ー
板
札
、

四
回
目
ー
黄
紙
、
 

五
回
目
ー
月
紙
、
 六
回
目
ー
赤
紙
、

七
ー
九
回
目
ー
銀
紙
、
 十
回
目
ー
金

紙
（
安
産
守
札
）
と
い
わ
れ
る
。
袈
婆
、
念
珠
、
白
衣
、
ず
た
袋
、
手
甲
、
 

脚
腔
、
白
地
足
袋
の
巡
礼
衣
裳
を
着
け
、
納
経
帖
、
納
経
軸
を
持
っ
た
巡

礼
者
が
、
何
度
も
お
参
り
し

て
い
る
姿
が
、
波
間
に
浮
ん
で
離
れ
な
か
っ

た
。
 七

、
平
館
灯
台
と
平
館
砲
台
跡
 

全
国
的
に
も
例
の
な
い
道
路
添
い
の

白
亜
の
灯
台
が
あ
っ
た
。
松
の
緑

に
く
つ
き
り
と
は
え
る
灯
台
は
、
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
か
ら
点
灯

し
て
い
る
。
 七
五
〇
濁
光
。
灯
台
の
す
ぐ
南
に
砲
台

（
台
場
）
跡
地
が
あ

る
。
 長
い
鎖
国
の
夢
を
や
ぷ
る
黒
船
が
し
き
り
に
日
本
近
海
に
出
没
す
る

こ
ろ
、
幕
府
は
北
辺
の
警
備
を
東
北
各
藩
に
ゆ
だ
ね
、
津
軽
藩
で
も
沿
岸

各
地
に
砲
台

（
台場
）
を
設
置
し
た
。
老
松
の
林
の
な
か
、
四
方
土
塀
に

囲
ま
れ
た
平
館
の
台
場
は
、
仮
屋
及
び
陣
屋
、
土
蔵
と
と
も
に

一
八
四
九
 

（
嘉
永
二
）
年
に

つ
く
ら
れ
た
。
 台
場
設
置
前
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年

オ
ラ
ン
ダ
船
一
隻
が
碇
泊
、
 一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
船

が
上
陸
し
た
。
 

不
老
不
死
温
泉
 

予
定
到
着
時
刻
（
正
午
）
よ
り
少
し
遅
れ
て
到
着
し
た
、
ク
ジ
に
よ
る

座
席
指
定
券
を
受
け
、
お
膳
の
前
に
坐
る
と
忽
ち
空
腹
を
覚
え
る
。
 さ
す

が
漁
港
だ
け
に
豪
華
版
で
あ
る
。
 死
ぬ
ま
で
は
、
老
い
な
い
、
死
な
な
い

温
泉
に
入
る
と
、
会
場
は
大
い
に
盛
上
る
。

三
時
迄
の
懇
談
時
間
も
不
足

気
味
で
あ
る
、
又
を
約
東
し
て
温
泉
に
別
れ
を
告
げ
る
。
小
雨
ぱ
ら

つ
く

な
か
、
最
後
の
散
策
地
観
潤
山
に
向
う
。
 

松
前
街
道
 

江
戸
時
代
、
松
前
藩
が
参
勤
交
代
路
と
し

て
利
用
し
た
松
前
街
道
は
、
 

樹
齢
二
九
〇
年
を
数
え
る
黒
松
の
並
木
が
連
な
り
、
下
北
半
島
、
北
海
道

が
す
ぐ
そ
こ
に
望
め
る
と
こ
ろ
だ
。
 

観
潤
山
散
策
 

観
潤
山
は
、
海
抜
六
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
高
い
丘
で
あ
る
。
 も
と
は

ア
イ
ヌ
の
チ
ヤ
シ

（
砦
）
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
 こ
こ
か
ら
は
、
 波
静

か
な
陸
奥
湾
を
は
じ
め
、
下
北
半
島
、
夏
泊
半
島
、

八
甲
田
連
峰
や
北
海

道
も
望
め
る
の
だ
が
、
あ
い
に
く
の
小
雨
で
、
海
は
濃
霧
で
沖
は
見
え
な

か
っ
た
。
 

観
潤
山
は
、
も
と
は
鷺
尾
山
と
称
さ
れ
た
が
、
大
正
十
ニ
年
（
一
九

一
一

三
）
久
適
宮
邦
久
王
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
際
そ
の
名
を
賜
っ
た
。
 

山
頂
に
は
太
宰
治
の
文
学
碑
が
あ
っ
た
。
昭
和
十
九
年
五
月
、
太
宰
治
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二
十
一
番
霊
場
と
し
て
い
ま
も
巡
礼
は
、
礼
を
打
ち
つ
づ
け
て
い
る
の
で

あ
る
。幾

百
枚
と
連
な
る
納
札
の
中
に
、
銀
紙
、
金
紙
が
数
枚
見
受
け
ら
れ
た
。

納
札
は
、
一
’
二
回
目
ｌ
白
紙
。
三
回
目
ｌ
板
札
、
四
回
目
ｌ
黄
紙
、

五
回
目
ｌ
青
紙
、
六
回
目
ｌ
赤
紙
、
七
’
九
回
目
ｌ
銀
紙
、
十
回
目
ｌ
金

紙
（
安
産
守
札
）
と
い
わ
れ
る
。
袈
婆
、
念
珠
、
白
衣
、
ず
た
袋
、
手
甲
、

脚
胖
、
白
地
足
袋
の
巡
礼
衣
裳
を
着
け
、
納
経
帖
、
納
経
軸
を
持
っ
た
巡

礼
者
が
、
何
度
も
お
参
り
し
て
い
る
姿
が
、
波
間
に
浮
ん
で
離
れ
な
か
つ

全
国
的
に
も
例
の
な
い
道
路
添
い
の
白
亜
の
灯
台
が
あ
っ
た
。
松
の
緑

に
く
っ
き
り
と
は
え
る
灯
台
は
、
明
治
三
二
年
二
八
九
九
）
か
ら
点
灯

し
て
い
る
。
七
五
○
濁
光
。
灯
台
の
す
ぐ
南
に
砲
台
（
台
場
）
跡
地
が
あ

る
。
長
い
鎖
国
の
夢
を
や
ぶ
る
黒
船
が
し
き
り
に
日
本
近
海
に
出
没
す
る

こ
ろ
、
幕
府
は
北
辺
の
警
備
を
東
北
各
藩
に
ゆ
だ
ね
、
津
軽
藩
で
も
沿
岸

各
地
に
砲
台
（
台
場
）
を
設
置
し
た
。
老
松
の
林
の
な
か
、
四
方
土
塀
に

囲
ま
れ
た
平
館
の
台
場
は
、
仮
屋
及
び
陣
屋
、
土
蔵
と
と
も
に
一
八
四
九

（
嘉
永
二
）
年
に
つ
く
ら
れ
た
。
台
場
設
置
前
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年

オ
ラ
ソ
ダ
船
一
隻
が
碇
泊
、
一
八
五
五
（
安
政
三
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
船

が
上
陸
し
た
。

産
」
○

子
』

綺
麗
だ
だ
光
コ
ア
一
度
だ
て
俺
等
の
村
サ

ピ
ソ
ク

あ
だ
た
こ
と
ア
あ
る
が
ジ
ャ
み
ん
な
貧
ボ
臭
せ
く
て
ナ

ナ
マ
グ
カ
ラ
ダ

ワ
ケ
モ
ノ
ン
ド

ホ
ガ
ニ

生
臭
せ
体
コ
し
て
ナ
若
者
等
ァ
み
ん
な
他
処
サ
逃
げ
で
ま
て

ア
ダ
マ
ワ
カ
メ
オ

ジ
ゴ
パ
パ

頭
サ
若
布
．
生
え
だ
え
ソ
た
爺
蝿
ば
り
ウ
ヂ
ャ
ウ
ヂ
ャ
て
ナ

オ
ギ
ハ
ネ
イ
ル
カ

ヘ
ガ
レ
ソ
ド

あ
あ
あ
の
沖
雲
ハ
跳
る
海
豚
だ
え
ソ
た
悴
等
ア

ド
イ

何
処
サ
行
た
や
だ
（

詩
高
木
恭
造

津
軽
半
島
袰
月
村
で

板
大
川
恭
央

シ

こ
の
村
サ
ー
度
だ
て
、
陽
．
あ
だ
た
ご
と
あ
る
が
ジ
ャ

エ
や
ト
ー
プ

シ
ホ
ム
シ
力

家
の
土
台
コ
ア
み
ん
な
潮
虫
ネ
噛
れ
で
ま
て
ナ

ウ
ス
ロ
フ
サ
タ

ッ
プ

後
ァ
塞
が
た
高
ゲ
山
ネ
か
て
潰
さ
れ
で

海
サ
の
め
く
る
え
ソ
た
で
バ
ナ

ア
サ
マ
ス
ル
マ

ガ
ス

朝
も
昼
も
、
た
ソ
だ
濃
霧
ば
が
り
か
が
て

バ
ゲ

オ
ギ
モ
ン
ジ
ャ

晩
ネ
な
れ
ば
、
沖
で
亡
者
泣
い
で
セ

ケ
ド
バ
タ
ナ
ゲ

ム
カ
シ
ケ
ガ
ラ

路
傍
ネ
捨
ら
れ
で
ら
の
ァ
み
ん
な
昔
の
貝
殻
だ
ネ

サ
ガ
ナ
ト
ゲ
ク
サ

イ
プ
湫
ソ
キ

魚
の
骨
コ
ア
腐
た
て
一
本
の
樹
コ
ネ
だ
て
な
る
や
だ
ナ

見
ナ
ガム

ケ
シ

あ
の
向
の
陽
．
あ
だ
て
る

キ
レ
シ
カ
リ

綺
麗
だ
だ
光
コ
ア
一
度

七
、
平
館
灯
台
と
平
館
砲
台
跡
↑

マ
ツ
メ
ヤ
マ

松
前
の
山
．
あ
の

オ
ラ
ド

1

0

奥
平
部
地
区
の
東
北
端
、
網
不
知
の
鬼
泊
岩
屋
観
音
に
到
着
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
を
二
つ
く
ぐ
る
と
、
左
手
海
岸
に
巨
岩
が
あ
り
、
そ
の
小
さ
な
洞

窟
に
観
音
堂
が
あ
る
。

時
折
荒
波
が
打
寄
せ
、
御
堂
は
波
し
ぶ
き
に
か
く
れ
る
。

緑
起
に
は
、
正
保
四
年
二
六
四
七
）
に
ご
本
尊
の
聖
観
音
を
安
置
し

た
の
に
始
ま
る
と
い
う
。
「
寛
延
順
礼
記
」
に
「
砂
が
森
、
奥
平
部
村
、

綱
不
知
村
ゆ
き
て
鬼
泊
と
て
、
岩
屋
に
観
音
堂
あ
り
、
三
尺
四
面
、
御
仏

体
、
棟
礼
と
も
に
な
し
、
津
軽
か
い
ほ
う
、
外
ヶ
浜
の
舎
利
堂
と
申
す
は
、

こ
の
所
に
あ
り
、
ま
た
海
の
中
に
岩
あ
り
、
船
に
て
参
詣
す
る
所
な
り
」

と
、
江
戸
時
代
の
頃
は
岩
屋
が
海
中
に
あ
っ
た
た
め
船
で
参
拝
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

御
堂
が
荒
廃
し
た
亨
保
年
間
（
一
七
一
六
’
三
六
）
に
は
、
貞
伝
上
人

が
、
ご
本
尊
を
本
覚
寺
へ
仮
移
遷
し
て
い
る
。
そ
の
後
ご
本
尊
な
き
霊
場

と
な
っ
て
、
明
治
の
廃
仏
殿
釈
で
廃
堂
と
な
り
、
明
治
の
中
頃
復
活
し
、

国
道
二
八
○
号
線
沿
い
に
大
き
な
赤
い
岩
が
あ
っ
た
。
藩
政
時
代
こ
の

赤
根
地
区
は
、
朱
色
塗
料
の
原
料
と
な
る
赤
土
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

日
光
東
照
宮
や
岩
木
山
神
社
の
大
堂
、
山
門
な
ど
の
修
復
に
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
岩
は
「
赤
根
沢
の
赤
岩
」
と
し
て
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

予
定
到
着
時
刻
（
正
午
）
よ
り
少
し
遅
れ
て
到
着
し
た
、
ク
ジ
に
よ
る

座
席
指
定
券
を
受
け
、
お
膳
の
前
に
坐
る
と
忽
ち
空
腹
を
覚
え
る
。
さ
す

が
漁
港
だ
け
に
豪
華
版
で
あ
る
。
死
ぬ
ま
で
は
、
老
い
な
い
、
死
な
な
い

温
泉
に
入
る
と
、
会
場
は
大
い
に
盛
上
る
。
三
時
迄
の
懇
談
時
間
も
不
足

気
味
で
あ
る
、
又
を
約
束
し
て
温
泉
に
別
れ
を
告
げ
る
。
小
雨
ば
ら
つ
く

な
か
、
最
後
の
散
策
地
観
澗
山
に
向
う
。

観
潤
山
は
、
海
抜
六
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
高
い
丘
で
あ
る
。
も
と
は

ア
イ
ヌ
の
チ
ャ
シ
（
砦
）
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
波
静

か
な
陸
奥
湾
を
は
じ
め
、
下
北
半
島
、
夏
泊
半
島
、
八
甲
田
連
峰
や
北
海

道
も
望
め
る
の
だ
が
、
あ
い
に
く
の
小
雨
で
、
海
は
濃
霧
で
沖
は
見
え
な

か
っ
た
。

観
潤
山
は
、
も
と
は
鷺
尾
山
と
称
さ
れ
た
が
、
大
正
十
二
年
二
九
二

三
）
久
邇
宮
邦
久
王
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
際
そ
の
名
を
賜
っ
た
。

樹
齢
二
九
○
年
を
数
え
る
黒
松
の
並
木
が
連
な
り
、
下
北
半
島
、
北
海
道
⑬

が
す
ぐ
そ
こ
に
望
め
る
と
こ
ろ
だ
。

五
、
赤
根
沢
の
赤
石

一
ハ
、

八
、
不
老
不
死
温
泉

山
頂
に
は
太
宰
治
の
文
学
碑
が
あ
っ
た
。
昭
和
十
九
年
五
月
、
太
宰
治

九
、
松
前
街
道

江
戸
時
代
、
松
前
藩
が
参
勤
交
代
路
と
し
て
利
用
し
た
松
前
街
道
は
、

十
、
観
潤
山
散
策

鬼
泊
岩
屋
観
音

少

少

1

1

1
戸

、

12－



が
「
津
軽
」
取
材
の
た
め
、

こ
こ
を
訪
れ
、
こ
の
町
の
旧
友
中
村
貞
次
郎

氏
を
た
ず
ね
、
こ
の
山
で
花
見

の
宴
を
ひ
ら
い
た
。
 彼
は
「
津
軽
」
に
蟹

田
町
の
印
象
を
、
 
「
静
か
に
、
淡
く
咲
い
て
い
る
」
 
等と
し
る
し
て
い
る
。
 

こ
れ
を
記
念
し

て
、
昭
和
三
十
一
年

文
学
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
碑
石
は
平

館
の
宇

田
海
岸
に
あ
っ
た
自
然
石
、
井
伏
鱒
二
の
選
文
し
た
「
か
れ
は
人

を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
の
が
何
よ
り
好
き
で
あ
っ
た
」
 
（
正
義
と
微
笑）
と
い

う
こ
と
ば
が
、

佐
藤
春
夫
氏
の
筆
跡
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
 

地
元
の
川
柳
作
家
杉
野
十

佐
一
の
句
碑
な
ど
あ
り
、
落
ち
着
い
た
散
策

路
と
な
っ

て
い
る
。
 

参
考
文
献
 

津
軽
三
十

三
ケ
所
観
音
霊
場
め
ぐ
り
 

青
森
県
の

丁
史
散
歩
 

史
跡
め
ぐ
り
に
参
加
し
て
 小

山
内
 
ト
モ
子
 

こ
の
度
は
史
跡
巡
り
の
旅
へ
私
達
六
人
を
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

し
ば
し
の
バ
ス
旅
、
私
達
は
年
が
い
も
な
く
騒
ぎ
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し

た
。
 

み
な
さ
ん
と
も
知
り
合
い
に
な
り
、

あ
こ
が
れ
の
櫛
引
八
千
代
さ
ん
と

も
知
り
合
い
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
う
れ
し
く
存
じ
て
い
ま
す
。
 

い
ろ
い
ろ
と
、
私
た
ち
な
り
に
、
参
考
に
な
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
 

又
の
企
画
に
も
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

友
と
来

て
 
史
跡
め
ぐ
り
も
 
又
楽
し
 

竹
 
内
 
恭
 
子
 

腰
痛
も
 
史
跡
め
ぐ
り
で
 
わ
す
れ
さ
り
 

秋
ゆ
か
ば
 
史
跡
め
ぐ
り
の
 
た
の
し
さ
よ
 

老
い
人
の
 
若
き
友
と
の
 
語
り
合
い
 

桑
 
田
 
千
 
代
 

老
い
人
と
 
史
跡
め
ぐ
り
て
 
風
す
ず
し
 

史跡めぐりのー行 
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が
「
津
軽
」
取
材
の
た
め
、
こ
こ
を
訪
れ
、
こ
の
町
の
旧
友
中
村
貞
次
郎

氏
を
た
ず
ね
、
こ
の
山
で
花
見
の
宴
を
ひ
ら
い
た
。
彼
は
「
津
軽
」
に
蟹

田
町
の
印
象
を
、
「
静
か
に
、
淡
く
咲
い
て
い
る
」
等
と
し
る
し
て
い
る
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
碑
石
は
平

館
の
宇
田
海
岸
に
あ
っ
た
自
然
石
、
井
伏
鱒
二
の
選
文
し
た
「
か
れ
は
人

を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
の
が
何
よ
り
好
き
で
あ
っ
た
」
（
正
義
と
微
笑
）
と
い

う
こ
と
ば
が
、
佐
藤
春
夫
氏
の
筆
跡
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

地
元
の
川
柳
作
家
杉
野
十
佐
一
の
句
碑
な
ど
あ
り
、
落
ち
着
い
た
散
策

路
と
な
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

津
軽
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
め
ぐ
り

青
森
県
の
丁
史
散
歩

■

竹
内
恭
子

腰
痛
も
史
跡
め
ぐ
り
で
わ
す
れ
さ
り

秋
ゆ
か
ば
史
跡
め
ぐ
り
の
た
の
し
さ
よ

老
い
人
の
若
き
友
と
の
語
り
合
い

桑
田
千
代

老
い
人
と
史
跡
め
ぐ
り
て
風
す
ず
し

史跡めぐりの一行

小
山
内
ト
モ
子

こ
の
度
は
史
跡
巡
り
の
旅
へ
私
達
六
人
を
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
ば
し
の
バ
ス
旅
、
私
達
は
年
が
い
も
な
く
騒
ぎ
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し

た
。

み
な
さ
ん
と
も
知
り
合
い
に
な
り
、
あ
こ
が
れ
の
櫛
引
八
千
代
さ
ん
と

も
知
り
合
い
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
う
れ
し
く
存
じ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
、
私
た
ち
な
り
に
、
参
考
に
な
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

又
の
企
画
に
も
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

友
と
来
て
史
跡
め
ぐ
り
も
又
楽
し

史
跡
め
ぐ
り
に
参
加
し
て
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本覚寺の青銅塔婆 

~ 

津軽半島 畏月村の高木恭造氏の詩碑 

一
 

 

窮
字
 

麟
 

せ
 
い
 と
う
 

と
う
 

は
 

青
銅
塔

婆
 

本
覚
寺
 
東
津
軽
郡
今
別
町
 

享
保
二
一
年
つ
七
ニ
七
〕
に

本
覚
寺
の貞
伝
トズ
ガ
 

建
立
し
た
青
鋼製
の
意
仏
名
，
曙
であ
る
．方
・
球
・
 

伏
運
三
段
に造
ら
れ
た
台
座に
繊
せ
ら
れた
笠
形
 

青
鋼
塔
婆
で
頂
上
に
宝
珠
形を
師
り
正
園
に
凸
字
 

競
報
鍛
襲
嘱

賃
伝
夫
 

そ
の
文
齢
鵬
維
醸
闘
離
ジ
 

，月」4日 

の
伝
記
を
記
し
て
い
ー
 

三
、0
一五
mと
い
う

大
き
な
．
 
r
」
遣
技
術
も侵
れ
た
も
ので
あ
り
 

霧
 

嘉
瀬
 

つ
 

ー

叙

事
 
難旧
 

長
三
郎
 

ー
 

●

ー
 

U
 

ふ
る
さ

と
に
向
ひ
て
 

言
ふ
こ
と
な
し
 

ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
 

石
川
 
啄
木
 

第
一
の
章
 

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
よ
り
平
成
八
年
ま
で

一
年
も
欠
か
し
こ
と
な
く

出
稼
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
夏
と
冬
を
通
し
て
は
昭
和
五
十
五
年
の
凶
作
、
 

私
の
田
は

一
俵
の
米
の
収
穫
も
無
く
、
そ
れ
か
ら
十
三
年
間
続
く
、
そ
の

他
は
冬
期
間
だ
け
、
大
正
生
れ
の
労
働
者
は
今
年
は
私
の
居
る
会
社
の
現

場
も
私
の
他
に
居
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
原
稿
は
出
稼
先
、
三
重
県
鈴
鹿
市
中
部
重
機
工
業
囲
宿
舎
鈴
青
荘

の
床
に
腹
這
に
な
っ
て
首
を
出
し
な
が
ら
書
き
ま
す
。
何
日
か
か
っ
て
で

き
る
か
見
通
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
想
う
山
は
と
、
間

は
れ
る
と
津
軽
衆
は
誰
れ
で
も
迷
う
こ
と
な
く
岩
木
さ
ん
と
答
え
ま
し
ょ
 
 

う
。
 

し
か
し
、
夢
見
る
山
は
と
問
は
れ
る
と
私
は
小
学
校
時
代
に
遊
び
巡
っ

た
嘉
瀬
観
音
様
と
そ
の
近
く
の
山
々
で
あ
る
。
小
学
時
代
の
ス
キ
ー
大
会

の
ミ
カ
ン
拾
い
、
遠
足
時
の
ア
ケ
ビ

・
ぷ
ど
う
を
級
友
と
探
し
た
想
い
出
。
 

当
時
は
特
別
の
貴
重
品
で
あ
る
カ
メ
ラ
を
首
に
下
げ
、
ロ
髪
を
生
し

て
自

慢
の
手
造
り
パ
イ
プ
を
く
わ
え
又
パ
イ
プ
造
り
の
材
料

「
ト
ズ
ナ
の
根
元
」
 

探
し
に
余
念
の
な
い
村
の
富
豪
家
の
先
生
も
居
っ
た
。
 

又
小
学
校
三
年
生
以
上
の
生
徒
と
先
生
の
約
四
百
人
ほ
ど
で
観
音
様
近

辺
の
山
で
兎
狩
り
も
あ
る
。
生
徒
達
は
手
を
繋
ぎ
大
き
な
、
大
き
な
輪
に

な
っ
て
兎
の
か
く
れ
て
い
そ
う
な
薮
コ
を
何
ケ
所
も
囲
む
、
輪
の
中
に
は

高
等
小
学
校
二
年
生
と
先
生
が
ー

メ
ー
ト
ル
ー
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
棒
を

持
っ
て
薮
コ
を
叩
き
あ
る
く
、
兎
は
驚
い
て
薮
コ
か
ら
お
ど
り
出
て
走
り

出
す
。
そ
れ
を
目
が
け
て
先
生
も
生
徒
も
殴
り
か
り
ま
す
。
兎
は
猛
ス
ピ

ー
 

ド
で
走
り
廻
り
輪
の
外
に
逃
れ
よ
う
と
突
進
し
て
輪
の
近
く
ま
で
く
る
と
、
 

輪
の
生
徒
が
一
斉
に
戚
声
を
上
げ
て
追
い
返
す
。
 

棒
を
持
っ
た
生
徒
も
先
生
も
又
そ
れ
を
追
い
な
が
ら
殴
り
か
か
る
。
輪

の
生
徒
は
先
生
ケ
パ
レ
、
頑
張
れ
、
と
声
援
を
送
る
。
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ふ
る
さ
と
に
向
ひ
て

言
ふ
こ
と
な
し

ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な

石
川
啄
木

第
一
の
章

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
よ
り
平
成
八
年
ま
で
一
年
も
欠
か
し
こ
と
な
く

出
稼
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
夏
と
冬
を
通
し
て
は
昭
和
五
十
五
年
の
凶
作
、

私
の
田
は
一
俵
の
米
の
収
穫
も
無
く
、
そ
れ
か
ら
十
三
年
間
続
く
、
そ
の

他
は
冬
期
間
だ
け
、
大
正
生
れ
の
労
働
者
は
今
年
は
私
の
居
る
会
社
の
現

場
も
私
の
他
に
居
り
ま
せ
ん
。

こ
の
原
稿
は
出
稼
先
、
三
重
県
鈴
鹿
市
中
部
重
機
工
業
㈱
宿
舎
鈴
青
荘

の
床
に
腹
這
に
な
っ
て
首
を
出
し
な
が
ら
書
き
ま
す
。
何
日
か
か
っ
て
で

き
る
か
見
通
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
想
う
山
は
と
、
問

は
れ
る
と
津
軽
衆
は
誰
れ
で
も
迷
う
こ
と
な
く
岩
木
さ
ん
と
答
え
ま
し
ょ

嘉
瀬
山
叙
事
譜
《

叩
、

．
…
・
一
。
、
：
。
．
〉
・
；
…
へ
．
一
．
》
・
一
．
咄
．
へ
：
：
‐
、
：
－
１
、
．
．
“
．
》
。
．
．
、
一
：
》
：
・
一
Ⅲ
．
へ
．
‐
‐
・
一
…
、
。
‐
．
．
．
；
・
・
・
．
．
．
。
…
．
．
。
．
、
‐
．
・
：
。
，
。
、
．
．
．
・
・
一

ノ
〃
〃
〆
、
一
〆
一
Ｍ
、
ノ
ー

津軽半島袰月村の高木恭造氏の詩碑

し
か
し
、
夢
見
る
山
は
と
間
は
れ
る
と
私
は
小
学
校
時
代
に
遊
び
巡
っ

た
嘉
瀬
観
音
様
と
そ
の
近
く
の
山
々
で
あ
る
。
小
学
時
代
の
ス
キ
ー
大
会

の
ミ
カ
ソ
拾
い
、
遠
足
時
の
ア
ヶ
ビ
・
ぶ
ど
う
を
級
友
と
探
し
た
想
い
出
。

当
時
は
特
別
の
貴
重
品
で
あ
る
カ
メ
ラ
を
首
に
下
げ
、
口
髪
を
生
し
て
自

慢
の
手
造
り
。
ハ
イ
プ
を
く
わ
え
又
．
ハ
イ
プ
造
り
の
材
料
「
ト
ズ
ナ
の
根
元
」

探
し
に
余
念
の
な
い
村
の
富
豪
家
の
先
生
も
居
っ
た
。

又
小
学
校
三
年
生
以
上
の
生
徒
と
先
生
の
約
四
百
人
ほ
ど
で
観
音
様
近

辺
の
山
で
兎
狩
り
も
あ
る
。
生
徒
達
は
手
を
繋
ぎ
大
き
な
、
大
き
な
輪
に

な
っ
て
兎
の
か
く
れ
て
い
そ
う
な
薮
．
を
何
ヶ
所
も
囲
む
、
輪
の
中
に
は

高
等
小
学
校
二
年
生
と
先
生
が
一
メ
ー
ト
ル
ー
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
棒
を

持
っ
て
薮
．
を
叩
き
あ
る
く
、
兎
は
驚
い
て
薮
コ
か
ら
お
ど
り
出
て
走
り

出
す
。
そ
れ
を
目
が
け
て
先
生
も
生
徒
も
殴
り
か
り
ま
す
。
兎
は
猛
ス
ピ
ー

ド
で
走
り
廻
り
輪
の
外
に
逃
れ
よ
う
と
突
進
し
て
輪
の
近
く
ま
で
く
る
と
、

輪
の
生
徒
が
一
斉
に
戚
声
を
上
げ
て
追
い
返
す
。

棒
を
持
っ
た
生
徒
も
先
生
も
又
そ
れ
を
追
い
な
が
ら
殴
り
か
か
る
。
輪

の
生
徒
は
先
生
ケ
パ
レ
、
頑
張
れ
、
と
声
援
を
送
る
。
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本
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